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の軽減のため、従来からライナックの操作性 
の向上と安定性の改善に、また故障の早期発

ライナックは、安^な運転にかなり改善で 
きた。また、空調の運転と監視は委託業者が 
おこなってきたが、実験延長や急な変更時に 
対応できず、制約を受けていた。今回の更新 
で、空調の勤務は冷温水発生機設備が高信頼 
であること、故障時に自動停止できることが 
決め手になり日中だけの勤務にした。また、 
従来の設備は日中に充分点検•整備をするこ 
とで夜間、延長運転に備えるようにした。こ 
れらで、制約が解消され実験実施により易し 
い状況になった。

第 1表 実 験 実 施 状 況 。

年度 原子核 中性子 R I その他 実施 返 卜.
’ 8 2 135 36 47 29 247 1
* 8 3 149 36 38 14 237 4
* 8 4 144 34 42 20 240
* 8 5 149 46 42 16 253 1
* 8 6 145 43 43 3 234 3
’ 8 7 172 39 42 11 264
* 8 8 116 40 47 24 246
’ 8 9 136 32 46 31 245
• 9 0 131 36 46 46 259 2
•9 1 144 28 37 40 249
* 9 2 108 21 37 39 205 2
* 9 3 126 22 33 58 239 5

機器の整備状況
パルサー関係は、シャットダウンの回数の 

多いクライストロンパルサーの点検で高圧ケ
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Abstract
The TOHOKU linac has been operated since 1967 and it has been operated about 3, 000 hours .
The linac was successfully oprated by controlling temperature with taking the outside air 

in the Klystron room during renewal work of the refrigerator. We make efforts to find earl 
the malfuncioining point reated to higt voltage, cooling water and heat generation as it takes 
long releasing time. A situation not to need long repairing time was completed by using 
the same electric power supply , the same products and dame electric moddule etc.

東北大リニアックの現状
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〃第 1 図ダンパー制御構成図
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今後の整備
• R  F モニタ一切換スイッチ。
• 真空系（技_気 • イオンポンプ）

整備
• 真空リーク検出機の更新。
• ビーム輸送系真空ダクトの改修。
• 冷却塔更新。
• 冷却系水配管の整備。
• トリガ発生回路再構築

負荷の増加、伝送経路の増加。 
• ガングリッドパルサー整備（半導体化、 

短パルス幅、速い回路、5nsecパル

分析電磁石電源性能試験 
エージング対真空度 
加速管加熱運転

一ブル2 本とシャントダイオードの故障を見 
つけ事前に交換修理した。クライストロン集 
束コイルやクライストロン冷却水の水漏れ早 
期発見のため点検をおこなっている。また、 
パルサーのV A P 〇ダイン温度センサーは誤 
差が大きくなり、V A P O ダイン故障表示で 
停止する頻度が多くなった。温度センサーは、 
経年変化が大きいのでセンサー（5 台）を交 
換した。

加速管列冷却水の流量計の故障が多々起ぎ 
ている。原因は、パドルの破損やチャッタリ 
ングの感知、対策は、水質 • 構造•ソフトウ 
ェアなどいろいろあり、良い流量計は見つか 
っていない。
ほぼ同時期に分析電磁石電源のチョークコ 

イル2 個の焼損と分析電磁石切替スイッチの 
異常加熱が起こった。電源の応急手当後の運 
転に磁場測定の表示が度々変動した。このた 
め分析電磁石電源に新チョークコイル取り付 
け調整と性能試験 (測定結果：安定度5.
5  x 1 0 _ 5/ 3 .  4 H r ) を依頼した。現在 
磁場の変動は観測できない。また、分析電磁 
石の切替スイッチは、電磁開閉器を使用した 
方式をとり更新した。
立体回路関係は加速管列A 部のR F 窓の交 

換をおこなった（前回は1 9  8  5 年）。加圧 
系は、導波管や移相器、R F 窓フランジ部に 
S F 6ガ ス（6 弗化硫黄ガス）漏れがあり、修 
理や交換をした。そろそろ導波管を系統別に 
更新する必要があると思われる。現状では、
S  F  6ガスの供給が多くなったらリークテスト 
をおこない、交換 • 修理をおこなっている。
真空系は、加速管列A 部のイオンポンプ本 

体 （8 台）とポンプ電源の交換を実施した。 
湿度が低い時期の工事だったので加速管と真 
空への影響を最小限に抑えられた。イオンポ 
ンプ電源は、高電圧をボンブ2 台に供給し間 
に合わせることにした。
冷却系は、配管のピンホールによる漏水の 

ため、ライナック冷却塔給水配管の給水バル 
ブ以降を交換した。V A P 〇ダインの釜に洗 
浄中に穴が開いたものと使用中にピンホール 
が生じたものがあり、そろそろ更新する時期 
にきている。
加速管循環ポンプ更新と一緒に始動•停止 

時のバルブ操作による事故抑止のため変更し 
た電動バルブ（2の自動開閉は良好である。ま 
た、長年使用しているW G 循環ポンプの軸封 
部での水漏れが酷くなり、ポンプを緊急交換

(85万円）した 
水の消費量も少 
動も落ちついている„
制御関係は、制御用計算機の停止が減った 

ようだ。しかし、停止の原因はまだ不明であ

o これら両ポンプの更新で純 
なくなり、純水製造装置の稼
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第 3 図エージング対真空度
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サ一）伝送系の変更。
電子銃と加速管の間の差動排気。

新しい実験の放射光の実験（4は、光の強さ 
は単位当たりのビームの個数が多い方が強い 
と一般的に知られている。放射光の1 グルー 
プで5  n s パルスで実験したところ光の強度 
が強く、S / N 比が良く、実験機器の放射化 
も少ないことが判った。
理由はとして、
1 ) 短パルス。
2 ) ビームの落ちこぼれが少ない。
3 ) 放射化が少ない。
4 ) 放射線によるノイズ発生が少ない。
が考えられる。

5 n s パルスビームは、放射光実験に好都 
合な環境を提供するので5  n  s パルサーを使
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第 2 図分析電磁石電源性能試験
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第 4 図加速管加熱運転
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